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は　　じ　　め　　に

松江市の北東部については、従来あまり埋蔵文化財の調査のなされたことはありません

でしたが、今回、はからずも送電線鉄塔建設に先駆けて発掘調査が実施されたことは、こ

の地域の生活、文化史の解明にいくらかでも役立っことと考えます。

岩穴平遺跡では窯跡の一部を検出し、大井地区に特徴的な須恵器生産遺跡の実態の解明

に一歩近づいたものといえます。又、稲葉城跡は、近年急速に進行しつつある中世城郭の

研究に参考となるでありましょう。

発掘調査の実施に際して、関係各位の多大な御協力を得たことについて、記して感謝の

意を表する次第であります。最後に、本書を読まれた方が一人でも多く埋蔵文化財に対す

る理解と愛護の心を抱かれることを願ってやみません。

昭和56年3月

松江市教育委員会

教育長　内　　田　　　　螢



凡 例

1．本書は中国電力株式会社松江支店が、松江市大井町及び西尾町地内において計画した
いわあなぴら　　　いなば

送電線、菅田線一部新設工事の鉄塔部分に所在する岩穴平遺跡と稲葉城跡について、松

江市教育委員会が実施した発掘調査の報告である。

2．発掘調査事業の組織は下記のとおりである。

委託者　中国電力株式会社松江支店　　支店長　米田節次郎

受託者　松江市　　松江市長　中村芳二郎

主体者　松江市教育委員会　　教育長　内田　柴

事務局　松江市教育委員会社会教育課

総　　括　　　　同　　　　　上　　　　課長　石飛　進

庶務会計　　　　同　　　　　上　　　　文化係長　足立干利

（昭和55年10月まで）

同　　　　　上　　　　文化係長　中西宏次

（昭和55年11月から）

同　　　　　上　　　　文化係主事　加藤　陸

担当者　　　　同　　　　　上　　　　文化係主事　岡崎雄二郎

補助員　　　　同　　　　　上　　　　文化係指導員　佐々木稔

3．作業にあたっては下記の方々の協力を得た。（敬称略）
しげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいやま

野津文子、野津林子、野津キワ子、野津美江子、野津美恵子、中倉行彦、清山由浩、

米沢哲郎、福原直樹、米沢　透。

4．土地所有者他関係者との地元折衝にあたっては、事業者である中国電力株式会社松江

支店の用地担当、世良啓明、野津勉、両氏の御援助を願った。記して感謝の意を表する

次第である。

5．本書の編集は主として岡崎と佐々木が行なった。

6．図面の浄書にあたっては、文化係主事中尾秀信君の手を煩わした。

7．陶磁器片の考察については島根県立博物館学芸員村上勇氏から有益な御教示を得た。

記して感謝の意を表する次第である。



次

‡　発掘調査に至る経緯

Ⅱ　岩穴平遺跡

1．　遺跡周辺の歴史的環境

2．　調査の概要

3．　小　　　　結

Ⅲ　稲葉城跡

1．　遺跡周辺の歴史的環境

2．　調査の方法

3．　遺　　　　構

4．　遺　　　　物

5．　小　　　　結



亙　発掘調査に至る経緯

中国電力株式会社では、電力需要の増大に対応するために、送電線の新設強化を急ぐこ

とになった。そこで、松江市大井町から西尾町にかけて約3血の区間に送電線を設けるこ

とになった。鉄塔の設置箇所は山の尾根の斜面がほとんどであることから、松江市教育委

員会に対して埋蔵文化財の分布調査の依頼があった。そこで早速、分布調査を実施したと

ころ、彪1地点と彪10地点において埋蔵文化財包蔵地の該当することが判明した。すな

わち、彪1地点付近では、斜面裾の畑において須恵器のおびただしい散布が認められたの

で、付近一帯に須恵器窯の分布が想定された。又、滅10地点では、尾根上で長さ90m

にわたって人為的に削平加工した平坦地があり、地元の伝承では城跡といわれている地点

であることがわかった。

そこで、岩穴平遺跡と呼称した彪1地点については発掘調査を実施してみることとし、

稲葉域遺跡と呼称した誰10地点については鉄塔部分を城跡の外側、つまり、山の裾に変更出

来ないかどうか協議したが、中電側としては、線型と高さの点から地点の変更は不可能で

第1図　発掘調査地点位置図
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あるとし、事前の発掘調査をお願いしたいということであった。当市教育委員会としては、

発掘調査も止むを得ないとの判断から、昭和55年7月4日、中電側と委託契約を交わし

たのち、昭和55年7月28日から同年9月4日までの計30日を費やして発掘調査を実

施した。その内、彪1地点は8月18日まで行ない、ひき続き彪10地点は8月19日か

ら実施した。
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Ⅱ　岩穴平遺跡について

生　遺跡周辺の歴史的環境

本遺跡は市街地中心から東へ約6血ほどの山林裾斜面に立地する。その所在地籍は松

江市大井町字岩穴平1040－2番地である。東西に深く入り込んだ細長い谷間水田となっ

ており、水田地には点々と須恵器の散布が認められる。谷間水田の中ほどの北側山林斜
（第2図16）

面には別所古墳が所在し、石棺式石室が開口して若干の墳丘盛土が遺存する。石棺式石
いわや　　　かみ　　　　　　めぐりはら

室は、出雲地方に特有の石室形態で、朝酌地区一帯には岩屋古墳、上神社跡古墳、廻原
注1
古墳群など集中して分布していることが注目されている。遺跡の対岸、すなわち、南側

。もさわの（第2図13）

の山裾畑一帯には薦沢野山遺跡があり、須恵器片の散布が認められ、以前、市道の拡張

工事で採土した際に陶馬が発見されている。又、この谷間水田の東方最奥部の畑地や茶
やけやま（第2図14）

園にも多数の須恵器片の散布が認められ、「焼山遺跡」と呼んでおり、幅40～60m、

奥行150汀一位の広い平坦地があるので、恐らくは大集落跡があったところであろう。

1岩穴平遺跡
2　井ノ奥窯跡
3　寺尾窯跡
4　廻谷窯跡
5　岩汐窯跡
6　岩汐南窯跡
7　パパタケ窯跡
8　ジャパン窯跡
9　山津窯跡
10　唐手窯跡

第2図　周辺の遺跡分布図
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中　準

11木の谷窯跡
12　古屋敷窯跡
13　薦沢野山遺跡
14　焼山遺跡
15　岩汐遺跡
16　別所古墳
17　山巻古墳
18　大井古墳群
19　イズキ山古墳群



ところで、今回の調査地は、水田面から約10～14mほど高い山裾斜面である。水

田の際の崖面は2ヶ所にわたり長雨のために土砂崩れしているが、その崖面を観察する

と、いずれも黒褐色土層中に炭化物や須恵器片を包含している。又、その上の畑地には、

須恵器片が大童に散布している。これらのことから、この斜面一帯に大規模な須恵器窯

跡の存在が推定された。この谷間水田の東南の峠を越えると大井の集落である。この大
やまず（第2図9）（第2図3）

井地区には古くから須恵器の窯跡が知られている。すなわち、山津窯跡、寺尾窯跡、バ
（第2図7）　（第2図5）注2
バタケ窯跡、岩汐窯跡である。ここでは、西歴6世紀前半頃から須恵器生産が開始され

J

ていることが知られている。そして奈良時代には、出雲国風土記島根郡の条に『…大井

の浜。…すなわち陶器をつくれり』とあるように、国府や寺院、官街向けに大量生産さ

れ、最盛期を迎え、平安期の糸切底の段階をもって終息したと考えられている。

第1表　遺跡一覧表

図面
番号
名　　　 称 所　 在　 地 区　　 分 種　　 類 概　　　　 要

1 岩 穴 平 遺 跡 大井町　 岩穴乎 窯　　　 跡 須恵‡期末～Ⅳ糸切底

2 井 ノ　奥 窯 跡 〝　　 井ノ奥 〝 須恵Ⅲ～Ⅳ期

3 寺　 尾　 窯　 跡 〝　　 寺　 尾 〝 〝 ‡～Ⅲ期

4 廻　 谷　 窯　 跡 〟　　 廻　 谷 〝 〝 ‡期

5 岩　 汐　 窯　 跡 〝　　 岩　 汐 〝 〝　Ⅲ～Ⅳ期

6 岩 汐 南 窯 跡 〝　　　　　　　 〝 〝 〝　Ⅳ期

7 パパタケ窯跡 〝　 パパタケ 〟 〝　Ⅳ期

8 ジ ャパ ン窯跡 〝　　ジャノヾン 〝 〝　Ⅲ期

9 山　 津　 窯　 跡 〝　　 山　 津 〝 〝　Ⅲ期

1 0 唐　 手　 窯　 跡 大海崎町　 唐干 〝

1 1 木 ノ　谷 窯 跡 〝　 木ノ谷 〝

1 2 古 屋 敷 窯 跡 〝　 古屋敷 〝

1 3 薦沢野 山遺跡 大井町薦沢野山 遺物散布地
集落の可能性あり、陶
馬、須恵器片

1 4 焼　 山　 遺　 跡 〝　　 焼　 山 〝 須恵器片多数

1 5 岩　 汐　 遺 ‾跡 〝　　 岩　 汐 〝 須恵器、土師器片多数

1 6 別　 所　 古　 墳 〝　　 別　 所 古　　　 墳 墳形規模不明 石棺式石筆の奥半分残存

1 7 山　 巻　 古　 墳 〝　　 山　 巻 〝
箱式石棺、大量の須恵
器 ・蓋埠副葬

1 8 大 井 古 墳 群 〝 古　 墳　 群

1 9 イズキ山古墳群 〝 〝
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2．調　査　の　概　要

鉄塔敷地の上段部については、試し掘りした結果、土器などの遺物は包含されていな

いことがわかったので、下段部について調査を実施することとし、4酌間隔のグリッド

を東西に6区、南北に3区設定し、東北角のグリッドから西南へそれぞれ1～18区ま

で設定した。この内、実際に調査したのは第1区、第5区、第7区、第7A区、第8区、

第9区、第13区、第16区である。以下、各区の概要を述べる。

第瑠区　　褐色土が20～40cm唯積し、その直下は黄褐色軟砂質の地山となってい

る。地山面において何ら遺構は確認されなかった。

出土遺物は褐色土層から出土したが、畑耕作の折りの捜乱土であることから細片が多
注3

い。その器種として確認されるのは須恵器壷や聾の胴部、蓋坪の胴部（山陰Ⅲ期）、糸

切底の塔身破片である。

第5区　　褐色土層が10～15∽堆積しその下層は地山で明褐色の粘性土となって

いる。地山面には何ら遺構は見当たらなかった。出土遺物は皆無であった。

第7区　　北壁の土層を観察すると地面の下は第1層が褐色土層で厚み20～40の、

第2層が明褐色土層で厚み50～60C撒近くを計る。その下層は5～15仰と層厚のう

すい褐色土となり地山面と接する。西部では炭化物を含む暗褐色土が堆積している。南

壁では褐色土層以下の土層がさらに細かく分かれ炭化物を多く含む褐色～黒褐色土層→

黄褐色土層→明褐色土層と続き地山面に至る。これらの土層中にはいずれも須恵器片、

土師器片を多く含み、焼土や炭も遺存していた。地山面は北壁のところで落差40珊ほ

どの急な段を形成し、以南ではわずかに傾斜するとしてもほぼ平坦面を保つ。唯積土層

の内、第1層は畑地耕作による携乱土と思われ、第2層も地山の軟砂質土を混じえー見

すると地山面と見まちがうほどであるが、土は軟らかく粗いのでこの土層も後世客土さ

れた可能性が強い。
r

遺構　　グリッド東壁際に上端径70cm、深さ50cmほどのピットが検出され、しっ

かりした柱が建っていたと思われるが、このピット内からは土師器聾の破片が出てきた。

地山面は北部で40C椚ほどの段をつくり、以南は平坦面を維持していることから全体が

加工された面であり、7区を掘った段階では柱穴と考え合わせると住居跡のような性格

が考えられた。

遺物　　特徴的なものを見てみると、第1層出土のものは須恵器要や塔蓋の休部（山

陰Ⅳ期）の破片に混じって明治時代以後の陶器片も混入していた。第2層からは須恵器

蓋や要の体部破片、蓋杯の身の破片（山陰Ⅳ期）が出土した。第4層の暗褐色～黒褐色

－5－
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第3図　　5　　区　　平　　面　　図

土層中からは奈良期の高台付杯の底部（第6図の7－1上　蓋塔一合（山陰Ⅳ期、

第6図の7－2、7－3）、蛮胴部破片（山陰五期の末頃）が出土した。さらに明褐色
（第6図7－5）

土層で地山面に接して山陰Ⅲ期の蓋杯破片や小形壷の口縁、土師器片が発見された。

土層と出土遺物の関係をみてみると必らずレも下層の遺物がより上層の遺物より古い

というわけではなく、時期の違うものが混在していることが注意される。

このように7区において遺物包含層が認められたので周辺を拡張して調査することに

した。すなわち、7区の東側には7A区（2×4m）、西側には8区（4×4m）、南

側には13区（2×4汀l）を設定した。

第7A区

第1層は褐色土で厚み25C椚、第2層はやや暗褐色土となり厚み40C椚、山陰並期前
（第7図）

半頃の杯蓋口縁の破片や坪身、壷、要の胴部の破片を多く含む。土器以外では炭化物を

少々含む。地山直上の土層は炭化物や焼土を多く含む暗褐色土で層厚20刑を計る。7

区で確認した段は東方向へ続いている。段より以南の地山面は平坦でありピットが2個

確認されたが、北寄りのピットは深さ4C椚ほどで柱穴とはなり難い。

－6－
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第4図　岩穴　平遺　跡　測　量平　面　図
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第5図　　岩穴平遺跡発掘調査成果平面図
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第6図　7区出土須恵器土師器実測図

第7図　7A区出土須恵器片実測図

第8区

7区で確認された地山平坦面は、西部

で消失し段との界線はほぼ直角に南へ折

れる。段も同様に南へ折れているが、そ

の落差は次第に増し西側で1m余りとな

る。唯積土層も西側段に向けて斜めに上

がる傾向にある。表土は褐色土で畑地の

耕作による捷乱土である。第2層以下は

上下2層の客土と思われる明褐色土層や褐色土層e黄褐色土層が斜めに堆積しているが、

いずれも遺物を全く含まない。地山直上の褐色土層中には炭化物を若干まじえるが土器

片などは含まれていない。

第9区

グリッド北西部は松の木がたち込めていたので、北側の一辺は2mとした。北西部で

は表土下5ど椚にして黄色～赤色の地山（軟砂岩）となっているが、その他の部分では厚

み約20鋼の褐色砂質土が堆積していた。グリッドの北部においては直径2酌にわたっ

て浅い落ち込みが認められ厚み5～10C閉、さしわたし30～50用の灰色安山岩が多
おおみさき

数重なった状態で埋め込まれていた。この安山岩は、所謂「大海崎石」と呼ばれ調査地

周辺の畑の段に使用されている石垣と同種である。したがってこの落ち込みは石垣を形

成するにあたって原石から加工した際の残り屑を埋め込んだものと思われる。出土遺物

－11－



は地山直上からわずかに小型の嚢か壷の胴部の小片が1片発見されている。

第13区

7区で確認された地山平坦面は西部ではやや南へ傾斜する傾向にあるが、中央部、東

部ではさほどではない。しかし南壁では急激に落ち込んでいる。その深さは確認してい

ないが西壁を戟察するに地山上の3つの土層（厚み計40C椚ほど）も共に切り崩されて

おり、これら土層の唯積後に何らかの理由で山の斜面が切削されたことが分かる。

その理由として考えられるのはこの13区の南部には高さ17mほどの石垣が東西方向

に長く続いていることから石垣形成時にその背後の部分が切削されたのではないかと考えられ

る。このことからも西壁で確認された第1層と第2層は石垣形成後の堆積であると推測される。

遺物　　第2層以下の土層全てに須恵器片を含む。特に第4層には須恵器片の他に焼

土や炭化物を多く含んでいる。地山直上の黄褐色土層中には須恵器の他に土師器も含ん

でいる。須恵器では炭化物混りの暗褐色土層中からは坪身が2点出土している。
（第10図）
13－1は、口縁径11郡、底径7C椚、器高3．7cmを計る。底外面は糸による切り離

しが行なわれ、底内面は斜ナデ、それ以外は横ナデ調整が施されている。
（第10図）
13－2は、口縁径12刑、底径6．6cm、器高3．3cmを計る。蓋受部の返りの高さが

非常に低くなったもので底外面も未調整であり山陰第Ⅳ期のものである。
（第10図

地山平坦面上に須恵器蓋2点がほぼ完形のまま出土したが、その内一方のものは器高
13－3）

4cm、口径10．6cmを計る。上部はさしわたし4C椚ほどがほぼ平坦面となり未調整である。
（第10図13－4）

口縁部はほぼ垂直に下がる。内面に一直線のへら記号を有する。他方の蓋は上部に乳頭

状で高さ5椰ほどのつまみを有し口縁部に身の受け部をつくるものである。器高は2．8

創、口縁径10．8C椚を計る。いずれも山陰第Ⅳ期のものである。

第16区

25度ほどの急斜面である。堆積土は北部で褐色土が厚み200乃ほどあるが、南部で

は40甜ほどありその下層は厚み15C椚ほどの暗褐色土となり須恵器片や土師器片を含

んでいる。この遺物包含層の直下は黄褐色の地山（軟砂岩）となっているが、南半部に

おいて一段と傾斜の度合を増している。表面の褐色土層は、近年まで畑地に利用されて

いたことから、この遺物包含層はもともと北半部にも存在し地山面も南半部と同じ急角

度で北へ延びていたと思われる。地山面には何ら遺構は確認されなかった。

遺物　　暗褐色土層の内、とりわけ地山直上から多く出土した。確認出来る器種とし

ては、須恵器要の胴部（山陰Ⅲ期）、小形壷の口縁胴部（奈良時代）、坪蓋の胴部、長
（第12図16－㌔16－2）

頸壷（頚部の一部を欠く）がある。特に長頸壷は器高推定21m、口径10仰、胴部最

－12－
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0　　　1　＋　2m

第9図　　9　区　調　査　平　面　図

大径15C椚、高台径8α花を計り、底部には糸による切り離しの後、ロクロナデで糸切り

痕跡を消去している。頸部には一条の沈線を付ける。出雲国庁跡出土須恵器の分類中、
注4

第3型式に類似し、西暦8世紀代のものと思われる。

第17区

南部において急な段が東西方向へ続いていた。遺物は皆無である。

3．小　　　結

調査区の東部及び斜面の低い部分（南部）において、土器の包含層が認められた。す

なわち、16区においては長頸壷の破片が認められた。その時期はほぼ8世紀頃のもの

といえる。出土のあり方から、より上方の原位置から急斜面の凹地へ転がり落ち込んだ

ことが考えられる。又、7、7－A区、13区で東西の長さ2．2mほどにわたって、深

さ1．2mほどの落ち込みが認められ、底面はほぼ水平になっている。この南半部は、石

垣による段で、すでに削り取られているが、特に東部においては直径70の邪、深さ50

甜ほどの柱穴と思われるピットがあり、住居跡もしくは作業場跡ではないかと推定され

－15－



日■

0　　　　　　　　　　　5の閏

第10図　13区出土須恵器実測図

第11図　16　区　調　査　平　面　図
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る。この平坦面の直上からは、須恵器蓋

坪、長頸壷の破片が出土しており、その

内2個は完形品であり、この平坦面が形

成されてそう遠くない時期に埋まったも

のと考えられるので、住居跡を含めて平

坦面の時期をこれらの須恵器の示す時期

としてよいだろう。

又、平坦面の直上の層に当る暗褐色土

層中は、焼土や炭化物、ガラス状溶融固

形物にまじって須恵器片が多量に含まれ

ていた。この層は明らかに須恵器窯跡の

灰原という感じを受ける。この層は、斜

面の上方に向かって平坦面をすぎるとこ

ろで消失していた。斜面には40～50

のの段があり、上層は後世の携乱土とな

って窯跡の本体があったに違いないが、

後世の挽乱（畑耕作）によって消失した

0　　　　　5。椚ものと思われる0第4層中（やや暗褐色

第12図　16区出土須恵器実測図
土層）には、山陰地方の須恵器編年でい

うところの第Ⅲ期の前半頃のものが最も

古く、降って糸切底の段階（奈良後期～平安期）までの破片が包含されていた。したが

って、推定される窯による須恵器生産もこの時期に含まれるものであり、住居跡らしき

ものも奈良時代の頃に須恵器生産に従事した人達の所産になるものであろう。
r

やけやま

今回、本遺跡周辺を分布調査した結果、「焼山遺跡」という広範囲な遺物散布地を発

見したことは、ここに一大集落のあったことをほのめかし、周辺の密な須恵器生産遺跡

の分布状況を考えると、それは恐らく、須恵器生産に携わった集団の住まいであり、作

業場であったと推定される。これまでは、大井の集落内とその南部の谷間（パパタケ窯

跡、岩汐窯跡）、そして東部大海崎へ通ずる地区（山津窯跡、ジャパン窯跡）、大海崎

地区（唐干窯跡、木ノ谷窯跡、古屋敷窯跡）の大きく見て4ヶ所に窯跡の分布が認めら

れた。今回の調査により、大井の北の峠を越えて本遺跡及びその周辺にも1つの群が新

たに設定されるのである。このことは、須恵器に対する需要が古墳時代後期から律令体

－17－



制の時代に向けて急激に増大し、それを受けた大井地区では窯の個体数を増やしたもの

とみられ、本遺跡及びその周辺の生産関係遺跡の在り方昼、その間の事情をよく物語る

ものであろう。
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岩穴平遺跡　東からみる

焼山遺跡　西からみる
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7A区　住居跡推定地　柱穴

7区　地山直上　長頸壷底部出土状況
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13区　西壁　堆積土の状況
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13区　須恵器　出土状況

16区　長頸壷　胴下半部出土状況
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7区　出土遺物

16区　出土遺物
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田　稲葉城跡について

1．遺跡周辺の歴史的環境
ごうど

本遺跡は、松江市の市街地から東方へ約3．3血ほどのところにある郷戸や客戸と呼ば

れる農業集落の北側背後山林尾根上に所在する。その地籍は松江市西尾町字稲葉1373番

地である。ふもとの水田面からの比高はおよそ60仇で頂上部までは大変急峻な斜面と

なっている。

郷戸地区周辺の遺跡をみてみよう。低丘陵上にはあまり密に古墳は分布していない。

他地域でみられるように一辺10仇級の小規模の方墳は皆無である。その代わり、東方
しん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第13図12）

「新山」地区の現在茶園となっている低丘陵上に一辺30仇の方墳がある。又、その古
（第13図13）

境の南方200肌隔てた山林尾根上に同じく一辺30仇を計る大型方墳が所在する。こ

れら2つの大型古墳は、郷戸周辺の水田地を経済基盤としながらも、なおかつその南方

に流下する大橋川の交通上、軍事上の利権をめぐって台頭した豪族の奥津城であったと

思われる。
（第13図6～10）

生活跡としては、遣物散布地が5か所確認さ、れている。これらの考古学的事実から少

1稲葉城跡

2諸悪跡
3和久羅城跡
4「城処」
5「出」
臣　6～11須恵器

12、13　大型方墳
14廻原古墳群
15朝酌小学校校庭古墳
16朝酌小学校前古墳
17上神社跡古墳
18岩屋古墳
土師器片散布地

第13図　稲葉城跡周辺の遺跡分布図
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なくとも古墳時代からこの地域に人々が住みつき谷間水田や、大橋川に面した低地の農

業開発を進めてきたに違いない。

時代は降って戦国期の様相をながめてみよう。稲葉城周辺の山にはいたるところに城
（第13図3）注5

跡がある。すなわち東方には標高261．7仇の和久羅山があり頂上部には「和久羅城跡」

がある。この城跡には、－の床、二の床、三の床が残存するといわれ、城主は尼子氏の

家臣、原田五郎兵衛、同左衛門太夫の居城であったが、毛利氏との争いの結果、二転三
こめ

転して結局毛利氏の手に帰することになった。稲葉城とこの和久羅山城との間には「米
ざかやま　　　　　　　　　　　　ふたほやま

阪山」という山があり、「二保山城」と呼ばれた城跡があった。原田左衛門太夫義重の

居住と伝えられている。
しろと。　　　　　　　　　　　　（第13図4）

又、稲葉城の南側の溜池を隔てた低い山は「城処」と呼ばれ、ここにも出城跡がある
注7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いで　　　　　　　　　　　　　　　（第13図5）注8
といわれる。この「城処」の東側には「出」と呼ばれる山があり出城跡と考えられる。

これらの城跡は戦国期、尼子方についた土豪の居城として考えられ、毛利氏によって

白鹿城・富田城が攻略された後は、毛利氏の占拠するところとなった。やがて関ケ原の

戦いにより戦功のあった堀尾吉晴、忠晴父子が入国し、一国一城令がしかれるや新たに

「松江城」を築城するに及びこれら戦国期の城跡群は全て廃絶したものと考えられる。

ところでこの稲葉城という名称は今回の調査で土地の字名をもってはじめて呼称した
1

ものであり、文献上では何ら登場してこない。地元の人は、この山を「観音山」と呼ん

でいる。それは、頂上付近に今でも献燈の残骸と詞の石組基壇が残っている。この小雨

のある土地は明治の頃まで、ふもとの郷戸の部落30戸の共有地で「祇園さん」と呼ぶ

同があって、年に上　2回山へ上がってお祭りをした後直会があったといわれる。

その後、この土地は他部落の人の所有に帰し、詞は郷戸の紐解神社に合祀され現在に
注9

至っている。

2．調　査　の　方　法

鉄塔敷地は、尾根平担地の南半部に計画されていたので、南半部に4仇四方のグリッ

ドを計16か所設定した。敷地中心杭を基点として東西南北にNEl～4区、NWl～

4区、S El～4区、SWl～4区と呼称した。

各区の調査の結果、遺構としては土壌、柱穴群、礎石群、土塁が検出された。又、遺

物としては、陶磁器、かわらけ、砥石、鉄釘が発見された。以下、各遺構及び遺物の概

要を述べる。

－26－
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第14図　稲原城跡測量平面図



第15図　稲葉城跡調査平面　図
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乱　遺　　　　　　構

土　　　墳

1）北の土壌　尾根平担部のほば中央部において南北2・2肌、東西1．51花以上、深さは

29mほど掘り凹めている。西側は段はなくゆるやかに傾斜し平担面となっている。

この段の斜面や上端部には計3個の柱穴と思われるピットが掘り込められ土壌を取り

巻いている0ピットの上端径は30の乃～40の、深さは40の～55脚を計る。土壌

底面は平担で何ら遺構は見当たらなかった○遺物も全く発見されておらず土壌の成立

年代は不明である。

出雲市半分城跡の調査では一辺1仇から2肌ほどの正方形、長方軋あるいは楕円

形の土壌が合わせて6か所検出されているが、周囲にピットなどはなく、お互いに機

能を異にするものと思われる。いずれにしても土壌の性格は不明である。ピットの内

東側の一つは西壁を土壌の唯積土中に掘り込んでいるので土壌が古く、ピット群が後

に掘られた可能性もある。

風

第16図　北の土壌実測図
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第17図　南の土壌実測図

2）南の土壌　平担地の南端近くに検出された。長さ6．37仇、幅2．2仇、深さ65郡を

計る大規模な長方形土壌である。土境内表面にはさしわたし50m前後の板石が3枚

重ねられていた他は、赤ん坊の頭大からこぶし大の角礫がぎっしりと充満していた。

その数は数千個にも及ぶものと思われるが、石質は全てこの山塊の岩盤を形成してい

る粗面安山岩である。松江市国屋町所在の荒隈城跡の調査では一見して海石と思われ

る円礫を多数集積したところがあったが、恐らく投石用の石として山上へ運び上げら

れたものと思われる。

本城の土壌も荒隈城と同様の性格をもつもので、防戦用の投石を土境内に多数集積

していたものであろう。この礫の間から古式土師器片が採集されている。これは、古

墳時代前期の複合口縁を有する壷の口縁部である。

柱穴群　北部平担地に計6個発見された。その内西側の4個は南北に一直線に並び

その間隔は心々距離で2仇を計る。この柱穴群には直角方向のピットが皆無であるの

で建物跡とはにわかに断定し難い。むしろ柵列の可能性が十分ある。それぞれのピッ

トの法量は上端径42甜～56郡、底径22甜～31郡、深さ54甜～56郡を計り、

－32－
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第18図　陶磁器・土師器実測図

比較的大きくて深いものである。

礎石群　平坦地西側の一直線に並んだ

柱穴群のさらに西側に約83～101G昭の

間隔をおいて柱穴群とほぼ並行にかつ一

直線に配列されている。計3個確認され

た。さしわたし34cm～46〝Z、厚み15

C椚程度のもので石質はやはり粗面安山岩

であるが、良質のものであるから少し離

れた嵩山麓から運んできたものであろう。

心々距離は2汀lであり、SW2区におい
l

て延長線上に1個確認されている。最南

端の礎石との心々距離は8．7mで2の倍

数とならないが、関連するものであろう。

これら礎石群は柱穴群と同様直角方向の

礎石が見当たらないが、後世取り払われ

た可能性もあり、一応建物的な施設があ

ったものと考えてよいだろう。

土塁　平坦地の南部に所在する。南側

では長さ11．5mあり、東側に7．2汀l延び

ている。高さは50のほどあり、上端幅

2．5mで断面台形を呈する。盛土ではな

く全て地山の岩盤を削り出している。出
注10

雲市半分城では大規模な土塁が検出され
l

ているが、むしろ松江市荒隈城跡最高所

平坦地西南部に見られるように比較的小

規模の土塁に属する。

4．遺　　　　　　物

く陶磁器≫

青磁碗　口縁径12．3m、推定器高およそ6．5創、器肉は口縁直下で5冊を計る。口縁

部から胴上部にかけての小片である。0．5脚の厚い青粕がかかる。口縁部直下外面に幅

－33－
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第19図　鉄製品実測図
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第20図　砥石実測図
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1閻弱の沈線がカーブしてえがかれている。NW4区の地山直上から出土。室町期に中

国から輸入されたものであろう。（第18図　1）

輸花蘭磁小皿　NW2区の地山直上から出土。日録径11．Oc刑、推定器高2．5α昭。暗緑

色の粕がかかり細かい貫人がみられる。15～16世紀にかけて中国から輸入されたも

のであろう。（第18図　2）なお、これと同種のロ縁破片が山のふもとの道で発見さ

れている。

天目茶碗　N E2区の地山直上から出土。破片は2片ある。口唇部は茶色で、以下は

黒茶色で全体に鈍い光択をはなっが粕は全体に粗い。胎土はやや黄味を帯びた灰色で軟

かい。粕の厚みは0．2珊机位。他の破片は胴部の小片である。口縁径10．9の乃、推定器高7

αZ。（第18図　3）

≪土師器≫

小　皿　所謂「かわらけ」の類に限られ、かなり多量の破片が出土している。その出

土範囲はNWl区からNE3区までに集中していることが注目される。図にかかげたも

のはその内比較的大形の破片で実測可能なものである。いずれもNE3区の表土直下か

ら出土。4は、口縁径11撒、底径6仰、器高2．5C椚を計る。器肉は、口縁部で3．5脚、

底部で6．5～8珊mある。底部は糸切り痕跡がわずかに認められる。全体に粗雑なつくり

である。（第18図　4）　5は、口縁部11．4C刑、器高2．1C椚を計る器肉は口縁部で4．5

㈲、、底部で9珊mある。底部は糸切り痕跡がわずかに認められる。全体に粗雑なっくり

である。（第18図　5）　この種のかわらけは、他に口縁部の一部が黒く焼けた痕跡

をもつものもあり、殆んどが灯明皿として使用されたと考えられる。

≪鉄製品≫

鉄　釘　計9本分出土した。出土範囲はNWl区、NW2区、NW3区、NE3区、

NE2区に限定され、しかもその内4本は、柱穴内から出土していることが注意される。
F

頭部を直角方向に折り曲げた角釘で、長さは3～5C椚近くあり厚みは3珊m角のものから

8×5職のものまで一定していないが、概して5閻前後の長方形断面形を有するものが

多い。（第19図1～9）

他に鉄製品としては、厚み4脚、平面形0．9×1．9C関の楕円形を呈する用途不明のも

のがNW2区の柱穴から出土している。（第19図10）

≪石製晶≫

砥　石　計3点出土した。1は、小型のもので幅2．1創、産み0．95∽の断面長方形を

呈する。現存長40男余りある。4面よく研磨され太い擦痕はない。石質は、灰白色の

－35－
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火成岩系統である。恐らく野外の携帯用の砥石であろう。（第20図1）　2も小型

のもので、現存最大幅3．7郡、現存最大厚み2刑を計る。4面研磨されており一方の側

に著しく外反しながら厚みを増している。NW2区の地山直上から出土。石英班岩系統

のものである。（第20図　2）　3は、断面3．9×5．9C刑の長方形を呈する大型の砥

石で広い面は、カーブ．して両側に厚みを増していく。3面が研磨された上に、鋭い擦痕

を有する。NE3区の表土直下から出土。流紋岩系統の砥石である。（第20図　3）

≪古銭≫　「寛永通宝」と「永楽通宝」が各一枚づつ出土した。

5．小　　　　　結

遺構の配置　本城は、すでに述べてきたとおり山の尾根を長さ89m、幅平均15m

にわたって削平しそこに軍事的施設を配置したものである。この平坦面を仮に「主郭」

と呼称するならば「主郭」の南には一段下がって「南一郭」がある。「南一郭」は長さ

8′拘、幅8mの小範囲のものである。ここには先述したとおり祇園さんを祭っていた小

さな詞がある。この「南一郭」のさらに南側には1mほど下がって「南二部」がある。

「南二郭」は長さ13m、幅12mの比較的広い平坦地である。この「南二郭」の南側

は加工した跡はなく自然の急斜面となっている。このように当城跡は三段の郭をもち今

回調査した「主郭」には北部に井戸跡、中央部に建物や棚列、土塀を、南部には長方形

土壌と土塁を配置するものである。

第22図　城跡位置図
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そこで、いま少し今回の調査結果にもとづいて「主郭」の性格についで考察してみたい。

「主部」の性格　まず、中央部の西寄りに検出された柱穴群と礎石群であるが礎石群の

場合根石などなく地面に置いただけの簡単なこしらえでしかも現地表から浅い位置に検出

されているので確認されなかった直角方向のものは後世取り払われた可能性が十分考えら

れる。礎石の心々距離は27mで一定しており、最商魂の礎石からさらに南へ8．7m離れた

延長線上にも1個遣存していた。これらのことから礎石を有する建物のあったことがほぼ

推定出来る。

柱穴群の場合　直線上に等間隔で並ぶものの他にも平坦地中央部から西部にかけてもあ

るにはあるが直角方向にならないL等間距離の地点にはならないのである。したがって掘

立柱の建物というより柵列があったと考えたほうがよさそうである。

この柱穴群と礎石群の時間的な前後関係であるが、これまでの調査結果から判断するならば

礎石を伴なう建物跡の内側に柵列がくることになるので、これらは少なくとも同時には存

在しなかったことがわかる。

次に北の土壌であるが、あるいは貯蔵穴のようなものであったかも知れない。南の土壌

は、前述したとおり集石施設であろう。土塁は、防ぎょ施設である。「南二郭」もしくは

「南一郭」まで敵が攻め上がってきた際に弓矢を伏射したり石を投げるために身を隠した

ところであろう。

このように考えてくると、「主郭」には2つの性柏が考えられる。一つは、居住施設で

ある。これは不定形土壌や礎石群に表われている。その二は、防ぎょ施設である。これは、

長方形土壌や土塁、柵列にみられるとおりである。したがって全体としては、ひとつの独
とりで

立した本城というよりは、出城又は砦と見たほうがよいだろう。

当城跡付近の古道は2本ある。一つは、西側の道で、今の舗装道路の下の用に平行して

走る道で1間幅位の狭い道である。

もう一つの道は、和久羅山のふもと朝酌町の西谷から米阪山を経由して南家へ技ける道

である。

当城跡は、この二つの古道に狭まれた位置にあり、交通上の要衝の地であるといえる。

思うに、戦国期の尼子氏配下の居城、所謂尼子十旗は広瀬の富田城を本城として出雲部

の要所要所を固めていた。

その中でも第2番目に重要な拠点としていたのが松江市法吉町所在の白髪城である。白

髪城は松田左近兵部の居城として市街地の北方、北山山脈の中の標高151mの急峻な白髪
注11

山の頂上部に築かれた堅固な山城である。
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広瀬の富田城と白髪域とは尼子氏の時代から常に密接不可分の関係にあり日頃から連

絡を密にしていたことであろう。とりわけ、永禄5年（1562）毛利元就が、尼子平定の

ため出雲へ入国し、松江市国屋町所在の荒隈城を向城として築き．、もっぱら白髪、富田
注12

両城攻略のためにゆきぶりをかけて以来、雨域の連絡、戦闘支援のための兵員移動がひ

んばんに行なわれたものとみられる。そこで雨域の連絡ルートを考えてみた。一つは、

駒返峠を越えて八雲村に出て津田か上乃木をとおり白潟へ出てカラカラ橋（今の松江大

橋）を渡り法吉へ向かうコース。その二は、八雲村から馬潟か竹矢へ出て矢田の渡を渡

って西尾付近から山越えして持田、川津方面へ抜けるコース。その三は、中の海を渡っ

て本庄へ出て持田、川津を経由していくコースである。稲葉城は、この内第2のコース

に沿った中間地点に位置する。南に大橋川、西に峠道を僻撤することの出来る交通上の

要地として、又、富田城と白髪城を結ぶ軍事上の重要な中継地点として本城は大きな役

割りを担ったのであろう。そして恐らくは和久羅城や二保山城の出城もしくは砦として

の機能を果たしていたものと思われる。

注1　島根大学考古学研究会「菅田考古第14号」

山本清「古墳の地域的特色とその交渉一山陰の石棺式石室を中心として－」

（山陰文化研究紀要第5号　昭和39年12月所収）

注2　　東森市良「朝酌の古墳文化」『研究紀要』第1号松江市立女子高等学校昭和45年

岡崎雄二郎「大井・大海崎の窯跡」（さんいん古代史の周辺＜下＞山陰中央

新報社昭和55年8月所収）

注3　　山本清「山陰の須恵器」（島根大学関学十周年記念論文集・昭和35年2月

所収）

注4　　松江市教育委員会「出雲国庁跡発掘調査概報」1970

注5　　奥原福市編「八東郡誌　本篇　第三十四章　朝酌村の項」

注6　　注5に同じ

注7　　平田昌司「松江市内の古城跡」’（山陰史談第5号　1972年8月所収）

注8　　注5に同じ。

注9　　調査地点の土地所有者、原文重民の御教示による。

注10　　出雲市教育委員会「大井谷城跡・半分城跡発掘調査報告書」1979年3月

注11　新人物往来社「日本城郭大系14　鳥取・島根・山口」1980

注12　　注11に同じ。
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北の土壌　東からみる
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和久羅城跡

1

南の長方形土壌　北から
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南の長方形土壌　上部

SW2区　礎石出土状況
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礎石・柱穴群　南からみる

右上　礎石・柱穴　中央手前北の土壌
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